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道道道道

ののの

ににに

号号号号 間間間

同
けけけけ

おおおお

に

区 等
複 道

国重

帯
道
海

北
広

所
業
現

木
土

路

の間
と

所
業
現

木
土



線
浜

清
払

猿
上

北 海

線
島

文
礼

道 公 報

１２

海
北

道道路

路道

道

路路

道

告

のの 示

種路線

幌

第

類線

線別
停

名 車

、名 号

名線道区

場

第

の 北

道そ日 海

路のか平 道

法関ら成 告

係２ 示

昭図週年 第

和面間
は、月

年、一４ 号

法北般日

号

中地平

川先
平郡か番

成中ら１
十川中地
三町川先
年字郡ま

十

谷

礼礼礼礼宗宗

琴中で

郡郡郡郡郡

文文文文谷
文払払

礼礼礼礼猿猿

郡

字

町町町町村村

文文文
字字字上上

大大大大字
深払払

香香香香猿猿

字

有

村村村村国国

深深深

礼礼礼礼礼
字字字字有

郡郡郡

文文文文文文

礼

文

礼礼礼礼礼礼

郡郡郡

町町町町町

文文文文文
字字字

大大大大大大

町

深

船船香香香香

字字字

村村村村村

泊泊深深深

区

道域

字字字字字字

村

市覧

別別縦

供登登び
及

町町
央央所

中中場 用
市

８ 始目目
丁丁

２２ 開

建覧

第道縦

律海の

番番

設に
路る 第道す ）部供 号
整。

のび 項及 ２課 第備 条
北 規

二平川

月町

四番字

日

前後

１琴

火

曜

日

フフ浜浜

カカカカ林林
別別

カカカカ頓頓

フフ

事事

イイイイ
６区区

番番番番業業

６
地地地地
かま班班

先先先先林林
小小

らでらでのの

かま

ヲヲカカカカ

地地
班班

カカカカ

チチフフフフ

フフイイイイ

カカ
ナナ

６

イイ番番番番

６

番地地地地

まかま １５先先先先 番
ま 先

先らでらで 地地か

らで
か

の
間

らで

区かま
先先

地地

用成
供平
開
始

海

の

定道
、土北 り で蘭 よ ま室 に

事 道業知 の現道 次木海

置 用え 供備堀 のに 路所
い を

らでら

かまか

後後前後

らで
かま
先先

別
の前後前前

後

期
しそ週前

更２更
変

間

日

敷

同関、成

、の間平

条係一

地 第図般年

の ２面の

す、 始て達 開

項は縦月

。示 る告也
北

道 海 路道

道路 平道

告法 成

示 網

第 走昭 年線

和 川

関ら

路のか

道そ日
の

月

係２

法
は、

和面間

昭図週

らで

かまかまかまかま

らでらでらで らで

かまかまかまかま

らでらでらで 規北に日員

の、覧４幅

よ建る延

に道す

定海供

の路長

路道
道部
り設。

開及道

を課国

用備
供整

湯号

網網

第
律

法 日名線

年 ４

供
走走

藻藻第

東東 用） 郡郡号

琴琴
末末１

字字第

村村条 開
始

縦

律海の

法北般

年、一
建覧

第道
設に

路る 第道す ）部供 号
整。

海
北同

項及 ２課 第備 条

の

す次と

始び等

内
稚

道

間

場区

覧複

。縦重

るの

事

え知縦

備道

に海

所北

の

広広項

、
て堀覧

い
置

規
よ 先地

に 地１

定 番番 の

で 海、 らま 北り か先 区
供平区

事の

知路

道間道
を

堀用成域

網 に道 定海 規北 のび

開

業 の現 次木 、土 り走 よ
道 八

現
木

土

え 供備 のに 路所

也所

日
の達

示場

告

所
業

ら
か

次 始

の の
達期と 開い を置 用

変

也り

日お

。示 る告 す、 始て



１
道路道区上先

平 路路川か

成 の線の郡ら

十 種区当上

三 類名域麻川

年 町郡

十 当

北 海

更の 北

道しそ日 海

、のか平 道

同関ら成

路 志

告法 文

条係２ 示 町

第図週年 第昭
２面間 和
項は、月 番
１の、一４ 号

規北般日 地年

道 公 報

文見

岩１志岩１志岩１

町沢町沢

地地地 見文見

市

先先先 沢

市 かかか 市

上 上

岩 志志志 番番 ららら 上
見見見 文文文 １１ 岩岩

町町町 地地

第

道路道区

そ日
の１２３

線の

関ら成路路

のか平

の 係２

類名域

図週年種区

面間
般日道上

、一４

は、月

北

号

更 北

道し供 海

、用 道

同開

路
告

条始

法
示

第期 第

２日

昭
和
項は
の、 号

規平

年

二 麻 道当

月 道麻番町

四 上１

日 川間地

更の前

変後

線

火 前別

曜

敷

日 地

に道縦 ま律定海の 先法
よ建覧 で第
り設に

る 第
路道す ）道部供 号
の路
供整。

項
開及 １

を課 第
用備 条

先先 沢沢沢

す北 の
始び

市市市 ま ま

後

後
番上で番上で番上

別
の前後

覧四間 道縦文

海の道志

す線変 部供東

設に条

建

敷 課
備

整。前 路る更 道

律定成

法

北の

び地 及

第に
よ年
り

の日 第
路５ ）道月 号
供

項
開す １

をと 第
用時 条

す。 の
始る

の
延

員らで
かま 幅 に
。道 定

る海 規

国重
長

道

木海 、

土北 り

川 よ

旭
に 区

所事 の

業知 路

現道

ま

い の

置 次

え を

備堀 域

でらでらで

かまかまか

ら

道 道

道＝道＝道＝

重道

三 三

北延

幌
札

道員

海幅
複三

所事長

業知

現道

木海

土

る 規

い道 置
え国

備堀

に 区
の

路
道

、
り

よ
に
。 定

間
と区
等複
道

の
次

を
域

市

の平都都種

そ

１２
の

計計

都成市

市

のを

計年画画別

画

り

、 お

て達 と

の月種定

変

変示
告也

北

都更 海

し

都帯帯

道

た
市 広広

告

。 市

計 圏圏

示画 都都

第法 市市
計計 計画画

笠 笠 笠

栗 栗 区栗

定

間線線線

山山山

北

都し 海

た平 道

都成

市
告計 ツ

市 示画 原

計年 第法 野

画
の月

２
示の

告也と 、
て達等

川原川

道路道区上ツ上
剣

の線の郡野郡

路路

種区剣

淵

１
番

変
り

お
と

類名域淵

日た

図４類め名

ま
先
地

区

北路の

、道地

は土

書

起

市
都
部称

設
建
道域

海

昭

計

号

区地

和 地土

画
の律 整

法 画画

年 計区
芽事

第 東理

種室業

類）第

区）

地号

昭

条

図４ 号

１書日

和 番

を
律 まし

法 先写
年 地の

北
第 で

海
設 第

前後建 ）
道 号

部
都 条

温オ地オ

字３字

町番町

別ネかネ

道根ン先ン

道
車変後

停
淵
剣間ベらベ

前後

で

線前別

場更の前

終

い北

置
え点

備
に
課

画
般知

一道

て海

九

芽芽第

に
覧堀点

縦
の事

町町の

村項 室室 町１

市

、

道り

海よ

北に
定

規

名

市 第

画

堀計
市

事都

知

計 ２
画 項
課 の

でらで備 定

まかまに 規
て 、

い り
置 よ
え に

一 次
般 に
の 掲

敷

縦 げ

地
の

延
員らでら

かまか 幅
長

らでらで

かまかま

也過

。経

る達な

す主

供 る

り

也お
と

達の
次

を

地 。
る が

す 村
供 町
に 市
覧

の間
と区

等複
道

国重

決



事１ 北

都は 海

、平開れ 道

完成発る

市
空

区地

計
了 知画
し年域域 支

又の

法
た 庁

。月は名 告

４工称

昭
示

日区

和
第

北 海

農
家豚家

成部大養大

平政
所

の経営経

年管畜経畜

４項改善維

月事営改営

日に善支持

道 公 報

改 北

平正 海

成す

帯帯帯足

道

９る

広広広寄

告

年。

圏圏圏都

示

北

都都都市

第

海

市市市計

計計計画

道 画画画用

告 号

途路水地示

用道下途

第

規に 北

都定備都 海

にえ平 道

よ置成

市
告

市

計
りい 示画
、て年 第法
次一
に般月計 昭
掲の４ 号

げ縦日

和

号

幹
線縦

平街覧

成路に
十供
三す
年３る
十・都

に 年

含 号

第
律ま

法

滝
黄 第

市 ）

川 号

金

次支援緊

１ １

西 第

町 条

の援対急支

業対

項金事別

３資策特

加子利策

を利

庁

事給

る給補業

え補子事
業

業事

。

告
地道域第

域

号

芽芽足付
交

の
等

金
助

補

室室室寄に

芽
画

の 律町供

法市に

年る覧
がる

第村す

種 変。
た類 第

し ）
更 号

都
画町 ２
計市 第
市 条

二４市

月・計

四８画

日

通と

央の

中書
図

号の

火

り
お

曜

田温
虻湖）

日

規

北目 の

丁 項

町泉

海
ほ る

知 よ

空３ に

道番 定
の

庁か 次

支
長
水 発

筆 開

工 に

元３ 為

第 行

示

関

堀同同同

事
知
道
海
北

委
の
限

権
る

町町町町す

の村 項

次
を
部
一
の
）
任

写北 て
の い
書 お
図名 に

る
北知 す
を道 用
し海 準

設 第
建堀 法
道 同
海事

部

田温
虻湖

爺
洞

字町

都 条

区 関

虻爺
爺
洞
字町
町泉

１

工

彰 る

） す

秀

北

次 海

の平入ア 道

と成札調 教

に達校 お 育

り年付を内 庁

すす 一 網

般月るる 走

開れ開所開

１２３

也
達

区地許び許

発る発及発

又のを名年

域域可氏可

事
に
う
よ
の

は名受月

北

都は

２３

海

、平 道

完成

市 開所開

胆計 発及発

了 振画 許び許

し年 支法 可氏可

た 庁 を名年

。月 告

画也 項
計 ２
市達 第

受月

事１

の課

北

都は 海

、平開れ 道

完成発る

市
網

区地

計
了 走画
し年域域 支

又の

法
た 庁

。月は名 告

２３

洞町
字泉
町温
田湖

可

許び許

発及発

開所開

受月

を名年

可氏

競４事物 教

争日項品サ 育

入等ー 局

札のバ 告

名ー 示

以称 第

下
号
６

け日

い北台

と３

」
札

入

の番

に者び

区た及

工称
含道

ま住号教
育

登登篠平庁 別別原成

網 市市

富富幸年走 岸岸盛９

教

４

昭

町町月

示

日

和 け日

第 た及

年 者び

号

第
律 住号

法 の番

網網平

）

走走成号

市交
新通年第

町株７

４工称

昭

２式月条

示

日区

和
第

に 年

含 号

第
律ま

法

網
字 第

市 ）

走 号

潮

の番

者び

た及

け日

見 条

会９

川式成

旭株平

住号

海

西エ月

条８

４社年

市

網

実庁

を育

）教

。道

う

高
長

局

。育

る教

す走

施

３３育 丁丁日

局

胆

目目

北告 海番番建

示

胆の４第

道４地指

振う
支ち－

庁

第

天
長号

丁会
番代網の

３項

目社日１

第に

号取指定

１表建規
よ

締
役

発
開

前号の

保８次

－る

の

目 項

丁 １

１ 第

一行

健

北

規

ほ 走 よ

網 に１ 道 定番 海

開筆 長 の８ 庁 次か 支 る
発
行第 太

６ー
番代建

１空

目ー
丁コ日

表指
役－
締９

号取第

一
〇

為

純
直

谷

良
正

澤

下
山号

に工 田 為２

工
る

す
関

に

潔

工

夫 る
す） 敏 関区



７

郵電札交
入

平 便報説

成 にに明付

十 よよ書

三 るるの場

年 入入交

十 札札付所

北 海

５６

入保第う郵

入以証入。便

札金札）等 札
保にを保第に 条 下

よ の 消 参納証

る ７

すの入 及条 証費 加付金

等 金よる納札 びか 税 し

道 公 報

４

海海札入入開開

北北入

網教行札札札札

道道執

市庁場場日場日

走育の

７走及所時所時

北網所

第

２３
が条

納納札平道約

入契
行項

に成

入入参

期場す北指示

加年うを

日所者道競場

る海名す

号

ッを

フキラ達
調

イウエ

ヤシ・る

イックす

ァャ

物
品

ーュ
ウサ

二 ははに

月 認認関

四 めめす郵北

日

いい事番道

ななる便海
育

。。項号教
庁

火

走
－網

曜 教
育

日

海第 」 うこ付北ら

北局

と ととの道 い す。免

。 者、ま 務 う る除条 財

相 、付の 則 ） は納で 規

当 そ方定

を 者等る 和 額 の法め 昭

含 のはと

。 積地ろ 北 む 見、こ 年

西育日

条教び

海成にに

３局時北北平
同同

丁企海

目画道道

。。

総網教年じじ

務走育

課市庁月

学北網
西育午

管条教

校７走日

入

に告争所

係３局後

理

に

平北北北要第札

必示

成海海海な

道道道資号関

走規る

年北北網格にす
名

月北緑南定指

１見見
斗陵ケす

等高物停

日高高丘るを

校学のさ

学学等品止

等

等

校

様

ルー仕

ーバ等の

ォー
３３説

札
入

ー
バ

ー等

サ

画
海企

に
書

台台台明

３

校
北学
市課

走務
網総

道

海

目
丁
３係
西理
条管
７

規 の っ自よ 道 ） も方に

た治る

契法。 則

の
約施第 分
金行
。 に
額令号 ５

す
費和下 当
消昭以 相
税

規 以
び政務 額

及年財 る

議
会

目階時

丁２１

地令

資な
のい

入て

校購れ

室

こ
る
す。
有と
をこ
格い

出

。
る

よ

。
と

北

政が 海

あ平 道

っ成

治
選資
た 挙金
の年 管規
で 理正
、月 委

」 の
方第則 上
消
税札）い

費号と 入
は入

所の細の

こ詳こ

イ

及入の 在札、札

入

約名

る捨税相者契

イア

す札あに

額て事当落で

加金者る者る関

をた業

算額で金とかす

９

開に入

て契要そ号ア

っ

げ金

札 札書掲札落

入約

のの札 作
効の入等

時決 有成る額

８
則 付の

規 者
務 交札

落財
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